
水戸市が発注する建設工事における情報共有システム実施要領（土木編） 新旧対照表 

 
現  行 改  定 

水戸市が発注する建設工事における情報共有システム試行要領（土木編） 

 

（目的） 

第１条 この要領は，建設現場における生産性の向上を推進するための取 

組みの一環として，水戸市が発注する建設工事（営繕工事は除く）におい 

て情報共有システムを試行するにあたり，必要な事項を定めるものである。 

 

（用語の定義） 

第２条 試行要領において，次の各号に掲げる用語の定義は当該各号に定 

めるところによる。 

（１）～（４）（略） 

 

 

 

 

（情報共有システムの対象工事） 

第３条  「茨城県土木積算基準及び標準歩掛」により積算を実施した工事 

のうち，受注者の希望する工事を対象とする。なお対象工事は特記仕様書 

に情報共有システム活用試行工事であることを明示する。 

 

 

（情報共有システムの機能要件） 

第４条  本試行において使用できる情報共有システムは，「茨城県土木部情 

報共有システム要件書」(以下「要件書」)を満たすものとする。使用する 

システムの決定については，「要件書」を満たすシステムから受発注者協議 

により決定する。 

（２）（略） 
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（目的） 

第１条 この要領は，建設現場における生産性の向上を推進するための取 

組みの一環として，水戸市が発注する建設工事（営繕工事は除く）におい 

て情報共有システムを実施するにあたり，必要な事項を定めるものである。 

 

（用語の定義） 

第２条 実施要領において，次の各号に掲げる用語の定義は当該各号に定 

めるところによる。 

（１）～（４）（略） 

（５）営繕工事 

「公共建築工事積算基準」または「公共住宅建築工事積算基準」により積

算を実施した工事をいう。 

 

（情報共有システムの対象工事） 

第３条  水戸市の発注する建設工事（営繕工事を除く）は，原則として対

象とする。ただし，活用による生産性向上が見込まれない場合には受発注

者者協議により対象外とすることができるものとする。なお対象工事は特

記仕様書に情報共有システム活用工事であることを明示する。 

 

（情報共有システムの機能要件） 

第４条  使用する情報共有システムは，「茨城県土木部情報共有システム要

件書」(以下「要件書」)を満たすものとする。使用するシステムの決定に

ついては，「要件書」を満たすシステムから受発注者協議により決定する。 

（２）（略） 
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（対象とする工事帳票） 

第５条  情報共有システムで対象とする工事帳票は，別紙１情報共有シス 

テム試行対象書類一覧表（案）を基本に，受発注者協議により決定するも 

のとする。 

 

第６条～第７条（略） 

 

（検査） 

第８条   情報共有システムで処理を行った工事帳票は電子データでの工 

事完成（中間）検査の受検を可能とする。なお，検査時の取扱いについて 

は，別紙１情報共有システム試行対象書類一覧表（案）を基本に，受発注 

者協議により決定するものとする。 

 

第９条（略） 

 

（情報共有システム利用に係る経費） 

第 10条  情報共有システムの利用に係る経費（登録料及び使用料）は，共 

通仮設費（技術管理費）の率計上分に含まれる。（積算基準及び標準歩掛 

２－７技術管理費） 

 

（システム利用に関するアンケート） 

第 11条  受注者は，工事完成後 14日以内に，別紙２情報共有システム 

試行に係るアンケートを提出する。 

 

 

 

（対象とする工事帳票） 

第５条  情報共有システムで対象とする工事帳票は，別紙１情報共有シス

テム対象書類一覧表のとおりとする。別紙１の取り扱いを変更する場合は，

受発注者協議により決定するものとする。 

 

第６条～第７条（略） 

 

（検査） 

第８条   情報共有システムで処理を行った工事帳票は電子データでの工 
事完成（中間）検査の実施を基本とする。 

 

 

 

第９条（略） 

 

（情報共有システム利用に係る経費） 

第 10条  情報共有システムの利用に係る経費（登録料及び利用料）は，共 

通仮設費（技術管理費）の率計上分に含まれる。 

 

 

（システム利用に関するアンケート） 

（削除） 
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（その他） 

第１２条  本試行要領に定めがない事項に関しては，「土木工事等の情報 

共有システムの活用ガイドライン」（国土交通省）を準用するほか，受発 

注者協議により定めるものとする。 

 

付則 

この要領は，令和５年 10月１日以降に契約する工事に適用する。 

この要領は，令和６年４月１日以降に契約する工事に適用する。 

 

（その他） 

第１１条  本要領に定めがない事項に関しては，「土木工事・業務の情報 

共有システムの活用ガイドライン」（国土交通省）を準用するほか， 

受発注者協議により定めるものとする。 

 

付則 

この要領は，令和５年 10月１日以降に契約する工事に適用する。 

この要領は，令和６年４月１日以降に契約する工事に適用する。 

この要領は，令和７年４月１日以降に契約する工事に適用する。 
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（参考）特記仕様書の記載例 

 

第〇〇条 情報共有システム試行対象工事 

 

１ この工事は，水戸市が発注する建設工事における情報共有システム試行要

領（土木編）（以下，「要領」）第３条第１項に基づく受注者希望型による

情報共有システムの試行対象工事である。 

 

２ 実施にあたっては「要領」に基づくものとする。 

 

３ 本試行において活用する情報共有システムは、「茨城県土木部情報共有

システム要件書」を満たすシステムから受発注者協議により決定する。 
 

４ 情報共有システムで対象とする工事帳票は，「要領」別紙１情報共有シ 

ステム試行対象書類一覧表（案）を基本に，受発注者協議により決定す 

るものとする。 
 

５ 情報共有システムで処理を行った工事帳票一式は，工事完成時に電子媒 

体（ＣＤ－Ｒ等）を２部納品する。 

 

６ 受注者は，工事完成後 14 日以内に，別紙２情報共有システム試行に係

るアンケートを提出する。 

 

 

（参考）特記仕様書の記載例 

 

第〇〇条 情報共有システム対象工事 

 

１ この工事は，水戸市が発注する建設工事における情報共有システム実施要 

領（土木編）（以下，「要領」）第３条第１項に基づく情報共有システムの

対象工事である。 

 

２ 実施にあたっては「要領」に基づくものとする。 

 

３ 活用する情報共有システムは，「茨城県土木部情報共有システム要件 

書」を満たすシステムから受発注者協議により決定する。 
 

４ 情報共有システムで対象とする工事帳票は，「要領」別紙１情報共有シ

ステム対象書類一覧表のとおりとする。別紙１の取り扱いを変更する場合

は，受発注者協議により決定するものとする。 
 

５ 情報共有システムで処理を行った工事帳票一式は，工事完成時に電子媒 

体（ＣＤ－Ｒ等）を２部納品する。 

 

６ 情報共有システム活用による生産性向上が見込まれない場合には受発

注者協議により対象外とすることができるものとする。 
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